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総務企画課庶務財政班

（☎42-2111内線168）

九
戸
村
職
員

■試験職種および採用予定人員
　①一般事務………………………若干名
　②一般事務（障がい者対象）…１名
　③保育士・幼稚園教諭…………若干名
■備考　採用予定日は令和２年４月1日となります。

－  募集要項  －■受付期間
　８月20日（火）まで
　※午前８時30分から午後５時30分まで（土・日・
　祝日を除く）
　※郵送の場合は、８月20日 (火 )午後５時30分
　 必着です。
■受験手続き
　●申込用紙に必要事項を記入し、総務企画課に提出
　してください。
　●受験案内・申込用紙は、総務企画課で配付するほ
　か、村ホームページからダウンロードできます。
■受験資格
　≪一般事務≫
　　昭和59年４月２日から平成14年４月１日（12
　月採用の場合は、平成13年４月１日）の間に生ま
　れた人。
　≪一般事務（障がい者対象）≫
　　次のすべての要件を満たす人。
　ア　身体障害者手帳、療育手帳または精神障害者保
　　健福祉手帳の交付を受けている人。（手帳は受験

申し込み・問い合わせ
受験案内はこちら

採
用
試
験

令和元年 12月採用職員募集
◆試験職種および採用予定人員
　①一般事務………………………若干名
　②一般事務（障がい者対象）…１名

◆備考　採用予定日は令和元年12月1日となります。

令和 2年度採用職員募集

　　申込日および受験日当日において、有効であるこ
　　とが必要です）
　イ　昭和59年４月２日から平成14年４月１日（12
　　月採用の場合は、平成13年４月１日）の間に生
　　まれた人。
　ウ　活字印刷文による出題に対応でき、かつ、口頭
　　による面接試験に対応できる人。
　≪保育士・幼稚園教諭≫
　　昭和59年４月２日以降に生まれた人で、保育士
　資格および幼稚園教諭２種免許の両方を有している
　人または採用までに取得する見込みの人。

■第１次試験

　●日時：９月22日  (日 )    午前10時開始
　●場所：二戸市立福岡中学校
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つ
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つ
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路線バス交通規制

　8月17日（土）、19日（月）は午後3時

30分から午後6時30分まで、18日（日）

は午後５時45分から午後9時まで、役場～

鹿島間は運休となります。

　二戸・江刺家方面へ向かうお客様は蒔田バ

ス停から、葛巻・瀬月内方面へ向かうお客様

は伊保内営業所から乗車ください。

九戸まつり交通規制図

８月16日（金） ～18日（日）神 明 宮 祭 典

熊野神社祭典 ８月17日（土）～19日（月）

16 日　　みこし渡御（神明宮～御旅所）　　　　　　　　　　　　　午後３時
18日　　みこし還御（御旅所～神明宮）　　　　　　　　　　　　　午後２時 30分

17日　　みこし渡御、山車運行、門打ち（熊野神社～八幡宮）　　　午後４時
花火大会（伊保内町裏）　　　　　　　　　　　　　　　　午後８時
※ 雨天のときは 19日に順延

18日　　剣舞、九戸音頭・ナニャドヤラ流し踊り（鹿島～村役場）　午後６時
19日　　みこし還御、山車運行、門打ち（八幡宮～熊野神社）　　　午後４時

山車競演（村役場駐車場） 　　　午後５時 15分

★問い合わせ：九戸まつり実行委員会事務局（☎42-2111内線172）
3
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News & Information

九
戸
中
学
校

職
場
　
　
学
習

　
７
月
２
日
か
ら
４
日
ま
で
の
３
日
間
、
村
内
の
事
業
所
で
九
戸
中
学
校
の
２
年
生
49
人
が
、
職
場
体
験

を
し
ま
し
た
。
生
徒
た
ち
は
、
村
内
に
あ
る
事
業
所
の
中
か
ら
、
自
分
が
興
味
の
あ
る
事
業
所
を
選
ん
で

仕
事
に
取
り
組
み
、
働
く
こ
と
の
楽
し
さ
や
厳
し
さ
を
身
を
持
っ
て
学
び
ま
し
た
。

　
本
村
で
は
、
平
成
21
年
度
か
ら
キ
ャ
リ
ア
教
育
を
推
進
。
社
会
人
と
し
て
必
要
な
能
力
「
総
合
生
活
力
」

と
、主
体
的
に
人
生
計
画
を
立
て
、決
定
で
き
る
能
力
「
人
生
設
計
力
」
を
育
む
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

こ
こ
で
は
、
職
場
体
験
が
行
わ
れ
た
様
子
を
紹
介
し
ま
す
。（
４
～
５
㌻
）

九
戸
中
学
校

　

役
場
の
事
務
を
志
望
し
た
の

は
、
岩い
わ
ぶ
ち
あ
い
み

渕
愛
海
さ
ん
と
野の

へ

ち
辺
地

叶か
な

さ
ん
。
公
民
館
で
の
図
書
整

理
や
選
挙
管
理
委
員
会
の
仕
事

な
ど
体
験
。
３
日
間
で
さ
ま
ざ

ま
な
業
務
を
体
験
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
本
誌
の
取
材
・
記
事

作
成
・
編
集
も
体
験
し
ま
し
た
。

岩
渕
さ
ん
と
野
辺
地
さ
ん
が
編

集
し
た
記
事
を
紹
介
し
ま
す
。

（
４
ペ
ー
ジ
）

広
報
の
取
材
を
体
験
す
る
２
人

九戸精密株式会社
→
顕
微
鏡
を
使
っ
て
作
業
し
ま
し
た

細
か
な
部
品
を
作
っ
て
い
き
ま
し
た
←

　

九
戸
精
密
株
式

会
社
で
は
プ
ロ
ー
ブ

を
作
っ
た
り
、
そ
の

中
に
あ
る
切
っ
た
と

き
に
残
っ
た
カ
ス
を

取
っ
た
り
し
ま
し
た
。

　
「
一
つ
一
つ
の
作

業
は
、
大
変
だ
け

ど
、
周
り
の
人
が
優

し
く
て
い
ね
い
に
教

え
て
く
れ
た
の
で
楽

し
か
っ
た
で
す
」「
プ

ロ
ー
ブ
作
り
は
大
変

だ
っ
た
け
れ
ど
、
自

分
な
り
に
、
が
ん

ば
っ
て
作
れ
ま
し

た
。
で
す
が
、
ず
っ

と
い
す
に
座
っ
て
作

業
し
て
い
る
の
が
大

変
で
し
た
」（
久
保

空
良
さ
ん
・
水
上
鈴

さ
ん
）

　
　
学
習

体
験

道の駅おりつめ・オドデ館
→
レ
ジ
の
作
業
を
手
伝
い
ま
し
た

力
を
込
め
て
窓
拭
き
し
ま
し
た
←

　

オ
ド
デ
館
で
は
窓

拭
き
や
商
品
の
袋
詰

め
な
ど
を
行
い
ま
し

た
。

　
「
窓
拭
き
が
力
が

い
る
た
め
大
変
だ
っ

た
。
疲
れ
る
け
れ
ど

楽
し
い
」「
い
ろ
い

ろ
な
人
と
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
が
と
れ

て
良
か
っ
た
。
お
客

様
が
優
し
く
声
を
か

け
て
く
れ
て
と
て
も

う
れ
し
か
っ
た
」「
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

能
力
を
つ
け
る
こ
と

が
で
き
て
良
か
っ

た
」「
窓
に
汚
れ
が

多
く
て
時
間
が
か
か

る
た
め
大
変
だ
っ

た
」（
畑
中
頼
空
さ

ん
・
釜
石
琉
禾
さ
ん
）

︻
写
真
︼
＝
岩
渕
愛
海

︻
文
章
︼
＝
野
辺
地
叶

︻
写
真
︼
＝
野
辺
地
叶

︻
文
章
︼
＝
岩
渕
愛
海

岩渕愛海さん

野辺地 叶さん
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受け入れ先事業所
▽
公
務
員
の
仕
事

　

村
役
場

▽
も
の
を
売
る
仕
事

　

㈱
村
ふ
る
さ
と
振

興
公
社
オ
ド
デ
館
、

ス
ー
パ
ー
お
と
も
、

サ
ラ
ダ
館
ふ
じ
だ
て

▽
飲
食
に
関
す
る
仕
事

　
な
か
つ
る

▽
農
林
漁
業
の
仕
事

　
ナ
イ
ン
ズ
フ
ァ
ー

ム
、
村
営
戸
田
牧
野
、
Ｊ
Ａ
新

い
わ
て
北
部
営
農
経
済
セ
ン

タ
ー
九
戸
地
区

▽
も
の
づ
く
り
の
仕
事

　
カ
ー
ヴ
ィ
レ
ッ
ジ
保
大
木
、

柴
藤
自
動
車
、
小
笠
原
菓
子
舗
、

栗
谷
川
建
工
、
千
葉
建
築
、
九

戸
精
密
㈱

▽
福
祉
の
仕
事

　
折
爪
荘
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
お

り
つ
め
、
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
お

り
つ
め

▽
教
育
・
保
育
の
仕
事
　

　

伊
保
内
小
学
校
、
長
興
寺

小
学
校
、
戸
田
小
学
校
、
山

根
小
学
校
、
江
刺
家
小
学
校
、

ひ
め
ほ
た
る
こ
ど
も
園
、
伊

保
内
保
育
園
、
戸
田
保
育
園

▽
宿
泊
関
係
の
仕
事
　

　
ふ
る
さ
と
の
館

（
敬
称
略
・
順
不
同
）

◆
体
験
学
習
の
受
け
入
れ
に

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

ふるさとの館

ボ
イ
ラ
ー
室
の
説
明
を
聞
く
生
徒

　

ふ
る
さ
と
の
館
で

は
、
２
人
の
生
徒
が
職

場
体
験
を
し
ま
し
た
。

ろ
過
機
や
タ
イ
ヤ
ボ
イ

ラ
ー
な
ど
の
温
泉
施
設

の
仕
組
み
や
、
同
館
で

の
営
業
の
手
伝
い
な
ど

し
ま
し
た
。

▽
体
験
者
の
感
想

　
「
分
か
ら
な
い
こ
と

で
迷
っ
て
い
た
と
き
、

優
し
く
教
え
て
く
れ

ま
し
た
。
一
番
印
象
に

残
っ
た
こ
と
は
、
職
員

と
お
客
さ
ん
の
仲
の
よ

さ
で
す
」（
高
島
一
颯
さ
ん
、
大

畑
愛
桜
さ
ん
）

伊保内小学校

図
工
の
時
間
に
児
童
と
触
れ
合
う

　

伊
保
内
小
学
校
で

は
、
２
人
の
生
徒
が
同

校
を
志
願
。
授
業
の
指

導
補
助
体
験
や
休
み
時

間
の
児
童
観
察
、
低
学

年
へ
の
読
み
聞
か
せ
な

ど
体
験
し
ま
し
た
。

▽
体
験
者
の
感
想

「
児
童
と
の
関
わ
り
方

の
難
し
さ
や
楽
し
さ
が

印
象
に
残
っ
て
い
ま

す
」「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
能
力
も
高
め
る

こ
と
が
で
き
た
の
で
、

将
来
に
役
立
て
て
い
き

た
い
で
す
」（
久
保
田
瑠
晟
さ
ん
、

山
下
華
歩
さ
ん
）

JA新いわて九戸支所

出
荷
に
使
う
箱
を
組
み
立
て
ま
す

　

JA
新
い
わ
て
北
部
営

農
経
済
セ
ン
タ
ー
で

は
、
ト
マ
ト
や
ピ
ー
マ

ン
な
ど
を
入
れ
る
箱
作

り
や
選
果
作
業
、
女
性

部
の
手
伝
い
な
ど
を
行

い
ま
し
た
。

▽
体
験
者
の
感
想

「
お
客
さ
ん
に
よ
っ
て

声
の
大
き
さ
を
変
え
る

こ
と
が
必
要
だ
と
学
び

ま
し
た
。
何
回
か
聞
き

返
さ
れ
た
こ
と
が
あ
っ

た
の
で
、
話
し
相
手
に

よ
っ
て
声
の
大
き
さ
を

変
え
ら
れ
る
よ
う
に
し
た
い
で

す
」（
中
嶋
雪
月
さ
ん
）

九戸村役場 職場体験記
★
岩
渕
愛あ
い
み海

　

職
場
体
験
で
は
気

に
な
っ
て
い
た
こ
と

を
た
く
さ
ん
知
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　

今
回
学
ん
だ
事
を

活
か
し
た
い
で
す
。

★
野
辺
地
叶か

な

　
今
回
の
職
場
体
験

を
通
し
て
役
場
に
対

す
る
イ
メ
ー
ジ
が
、

変
わ
り
ま
し
た
。

　

将
来
は
役
場
で
働

い
て
み
た
い
で
す
。
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小
学
生
医
療
費
助
成

現
物
給
付
化
し
ま
す

　

村
で
は
、
小
学
生
の
医
療
費

助
成
を
償
還
払
い
で
行
っ
て
い

ま
し
た
が
、
制
度
改
正
を
行
い
、

８
月
か
ら
現
物
給
付
化
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
は
、
医
療
機
関
窓

口
で
自
己
負
担
額
を
支
払
い
、

そ
の
領
収
書
を
添
付
し
て
村
役

場
窓
口
に
申
請
書
を
提
出
す
る

こ
と
で
助
成
金
を
指
定
の
口
座

に
振
り
込
ん
で
い
ま
し
た
。
現

物
給
付
で
は
、
医
療
費
助
成
受

給
者
証
を
医
療
機
関
窓
口
に
提

示
す
る
こ
と
で
、
窓
口
で
の
自

己
負
担
額
の
支
払
い
と
村
役
場

で
の
申
請
が
不
要
と
な
り
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

　
住
民
生
活
課
国
保
住
民
班（
☎

42
‐
２
１
１
１
内
線
２
１
２
）

特
定
計
量
器
の
定
期
検
査

　

取
引
や
証
明
な
ど
に
使
用
す

る
計
量
器
（
は
か
り
）
の
検
査

の
た
め
、
２
年
に
１
度
実
施
さ

れ
て
い
る
特
定
計
量
器
定
期
検

査
を
実
施
し
ま
す
。

　

取
引
や
証
明
な
ど
に
計
量
器

を
使
用
し
て
い
る
事
業
者
は
、

必
ず
受
検
し
ま
し
ょ
う
。

■
問
い
合
わ
せ

　
総
務
企
画
課
地
域
振
興
班（
☎

42
‐
２
１
１
１
内
線
１
７
２
）

日　付 時　間 会　場

１
８月27日
（火）

午後１時 30分～
午後２時 30分

戸田支所

２
午後３時 30分～
午後４時 30分

江刺家支所

３
8月 28日
（水）

午前 9時～
午前 11時 30 分

保健センター

【岩手県選出議員選挙】

候補者氏名
得票数

九戸村 岩手区計
当 横沢　たかのり 1,194 票 288,239 票

 平野　たつお 1,209 票 272,733 票
  梶谷　秀一 80 票 27,658 票
投票率 50.50％ 56.55%

【注】掲載は届出順。

【投票結果】
区分 当日有権者数 投票者数 投票率
男 2,385 人 1,248人 52.33％

女 2,657人 1,298人 48.85％

計 5,042人 2,546人 50.50％
【注】岩手県選出議員選挙と比例代表選出議員選挙の投
票結果は同じ。

【比例代表選出議員選挙】
政党等の名称 九戸村の得票数 当選者数
日本共産党 336票 4 人
自由民主党 1,033票 19 人
オリーブの木 8票
社会民主党 55票 1 人
公明党 168票 7 人

国民民主党 250票 3 人
日本維新の会 49票 5 人
幸福実現党 5票
立憲民主党 307票 8 人

労働の解放をめざす労働者党 2票
ＮＨＫから国民を守る党 35票 1 人
安楽死制度を考える会 6票
れいわ新選組 59票 2 人
投票率 50.50％ 50 人

【注】掲載は届出順。得票数は、名簿登録者の氏名記載による得
票数と政党等の名称記載による得票数を合算した政党等の得票
数。得票数の小数点以下は切り捨て。

第25回参議院議員通常選挙結果
　７月28日の任期満了にともなう、第25回参議院議員通常選挙が７月４日に公示され、７月21日に
投開票が行われました。本村における投開票結果をお知らせします。
　本村の投票率は、岩手県選出議員選挙と比例代表選出議員選挙とも前回（平成28年）を3.51ポイン
ト下回る50.50％となりました。
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森
林
の
伐
採
・
開
発

手
続
き
が
必
要
で
す

　

森
林
は
、
水
を
育
ん
だ
り
土

砂
災
害
を
防
い
だ
り
す
る
さ
ま

ざ
ま
な
公
益
的
機
能
を
持
っ
て

お
り
、
無
秩
序
な
伐
採
が
相
次

ぐ
と
そ
の
機
能
が
失
わ
れ
る
お

そ
れ
が
あ
り
ま
す
。

　

森
林
を
伐
採
す
る
際
は
、
自

分
の
所
有
す
る
森
林
で
も
事
前

に
届
出
が
必
要
と
な
り
ま
す
の

で
、
伐
採
す
る
90
～
30
日
前
ま

で
に
役
場
農
林
建
設
課
へ
届
け

森
林
取
得
所
有
者

新
た
な
届
け
出
を

　

森
林
の
土
地
の
所
有
者
と

な
っ
た
場
合
、
土
地
が
所
在
す

る
市
町
村
へ
の
届
出
が
森
林
法

で
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

■
対
象
者

　

個
人･

法
人
を
問
わ
ず
、
売

買
や
相
続
な
ど
で
新
た
に
山
林

を
取
得
し
た
人
は
、
面
積
に
よ

ら
ず
届
出
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

■
届
出
期
間

　

土
地
の
所
有

者
と
な
っ
た
日

か
ら
90
日
以
内

に
、
取
得
し
た

山
林
の
あ
る
市
町
村
長
に
届
出

を
し
て
く
だ
さ
い
。

■
届
出
事
項

　

届
出
書
に
は
、
届
出
者
と
前

所
有
者
の
住
所
、
氏
名
、
所
有

者
と
な
っ
た
年
月
日
、
所
有
権

移
転
の
原
因
、
土
地
の
所
在
場

所
、
面
積
、
土
地
の
用
途
な
ど

を
記
載
し
ま
す
。
添
付
書
類
と

し
て
、
登
記
事
項
証
明
書
ま
た

は
土
地
売
買
契
約
書
な
ど
権
利

を
取
得
し
た
こ
と
が
わ
か
る
書

類
の
写
し
、
土
地
の
位
置
を
示

す
図
面
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

出
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。
ま

た
、
保
安
林
の
指
定
を
受
け
て

い
る
と
伐
採
は
事
前
に
許
可
を

と
る
必
要
が
あ
り
、
無
許
可
伐

採
は
県
の
監
督
処
分
を
受
け
ま

す
の
で
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

　

森
林
の
開
発
に
つ
い
て
も
、

申
請
が
必
要
で
す
。
計
画
が
あ

り
ま
し
た
ら
連
絡
、
相
談
し
て

く
だ
さ
い
。

≲
問
い
合
わ
せ
≳

　

農
林
建
設
課
生
産
振
興

班　
（
☎
42-

２
１
１
１
内

線
２
５
１
）
ま
た
は
二
戸

農
林
振
興
セ
ン
タ
ー
林
務

室
（
☎
23-

９
２
０
４
）

二
戸
地
区
合
同
公
売
会

　

村
で
は
、
財
政
基
盤
で
あ
る
税
の
公
平
性
確
保
の
た
め
、

収
納
率
向
上
に
向
け
た
取
り
組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
そ
の
一
環
と
し
て
、
差
し
押
さ
え
た
財
産
の
公
売
を
二
戸

地
区
合
同
で
行
い
ま
す
。

不
動
産
公
売

（
動
産
公
売
も
当
日
行
い
ま
す
）

■
日
時　
10
月
９
日
（
水
）

▽
受
付
時
間

　
午
後
１
時
～
午
後
１
時
30
分

▽
入
札
時
間

　

午
後
１
時
30
分
～
午
後
１

時
40
分

■
場
所

　

二
戸
地
区
合
同
庁
舎
１
階

大
会
議
室

■
当
日
必
要
な
も
の

①
買
受
代
金
（
現
金
）

②
印
鑑
（
個
人
の
入
札
は
認

　
印
、
法
人
の
入
札
は
代
表

　
者
印
）

③
身
分
を
証
明
す
る
書
類（
運

　
転
免
許
証
、
保
険
証
な
ど
）

④
代
理
人
入
札
の
場
合
は
、

　
委
任
状
と
代
理
人
の
認
印

⑤
農
地
買
受
適
格
者
証
明
書

※
農
地
入
札
者
は
、
事
前
に

農
業
委
員
会
で
取
得
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。

■
公
売
財
産

▽
長
興
寺
５
‐
１
０
３
‐
５
、　

　
田
、
１
２
９
０
㎡
、
見
積

　
価
格
１
５
５
０
０
０
円

▽
戸
田
地
区　
山
林

▽
二
戸
市　
畑
、
山
林
、
宅

　
地

■
そ
の
他

　

農
地
の
詳
細
は
村
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
そ
の
他
の
不
動
産
お

よ
び
動
産
の
詳
細
は
後
日
掲

載
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

　

税
務
会
計
課
税
務
徴
収

班
（
☎
42
‐
２
１
１
１
内
線

２
３
３
）

　

林
業
の
仕
事
に
従
事
し
た
こ

と
が
あ
り
、
当
時
林
退
共
制
度

に
加
入
し
て
い
た
人
で
、
退
職

金
請
求
手
続
き
を
し
た
心
当
た

り
が
な
い
人
は
、
最
寄
り
の
支

部
ま
た
は
本
部
へ
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

　

独
立
行
政
法
人
勤
労
者
退

職
金
共
済
機
構
・
林
業
退
職

金
共
済
事
業
本
部
（
☎
03
‐

６
７
３
１
‐
２
８
８
９
）

林
業
退
職
金
共
済
制
度

退
職
金
の
請
求
受
付
中
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パ
ラ
グ
ラ
イ
ダ
ー
体
験
会

6/236/236/23
（（（日日日）））

風
受
け
空
中
散
歩
楽
し
む

日日日

二
戸
地
区
支
部
消
防
操
法
競
技
会

6/306/306/30
（（（日日日）））

９
分
団 

二
戸
地
区
１
位
に

日日日

　

６
月
23
日
、
村
営
く
の
へ
ス
キ
ー
場
で

パ
ラ
グ
ラ
イ
ダ
ー
体
験
会
が
開
か
れ
、
八

戸
市
や
岩
手
町
な
ど
か
ら
10
人
が
参
加
。

心
地
よ
い
風
を
体
に
受
け
、
パ
ラ
グ
ラ
イ

ダ
ー
で
の
空
中
散
歩
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　
パ
ラ
グ
ラ
イ
ダ
ー
ク
ラ
ブF

フ
ァ
ン
ス
カ
イ

UNSKY229

の
会
員
が
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
と
な
っ
て
、

地
面
か
ら
足
が
離
れ
る
ま
で
の
体
験
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
参
加
者
は
、
パ
ラ
グ
ラ
イ

ダ
ー
の
特
徴
や
操
作
方
法
に
つ
い
て
の
講

習
を
受
講
し
た
後
、
実
際
に
外
に
出
て
練

ふわりと浮かぶ感覚を楽しむ参加者

習
を
は
じ
め
て
い
き
ま
し
た
。
慣
れ
な
い

操
作
方
法
に
悪
戦
苦
闘
し
な
が
ら
も
、
徐
々

に
コ
ツ
を
つ
か
ん
で
い
き
ま
し
た
。
最
後

に
は
、
ほ
と
ん
ど
の
参
加
者
が
地
面
か
ら

足
が
浮
く
ま
で
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　

青
森
県
田
子
町
か
ら
参
加
の
中な
か
た
い平
優ゆ

ら来

さ
ん
（
12
）
は
、「
初
め
て
挑
戦
し
た
が
楽

し
か
っ
た
。
最
初
は
う
ま
く
飛
べ
ず
に
転

ん
で
し
ま
っ
た
が
、
最
後
は
転
ば
ず
に
自

分
の
力
で
飛
ぶ
こ
と
が
で
き
て
良
か
っ
た
」

と
笑
顔
で
話
し
ま
し
た
。

堂々たる顔つきで競技に臨む第９分団

練習の成果を発揮し健闘した第２分団

　

６
月
30
日
の
二
戸
消
防
署
で
は
、
県
消

防
協
会
二
戸
地
区
支
部
消
防
操
法
競
技
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
二
戸
地
区
の
４
市

町
村
か
ら
８
つ
の
分
団
が
出
場
。
ポ
ン
プ

車
の
部
と
小
型
ポ
ン
プ
の
部
に
分
か
れ
競

技
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
村
内
か
ら
は
、
今

年
の
村
消
防
操
法
競
技
会
（
５
月
26
日
開

催
）
で
１
位
に
輝
い
た
、
第
２
分
団
と
第

９
分
団
が
出
場
し
ま
し
た
。

　

両
分
団
は
村
の
操
法
競
技
会
で
優
勝
し

た
誇
り
を
胸
に
、
二
戸
地
区
の
操
法
競
技

会
に
臨
み
ま
し
た
。
二
戸
地
区
の
精
鋭
が

集
ま
る
中
で
も
成
果
を
遺
憾
な
く
発
揮
し
、

競
技
に
取
り
組
み
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、

小
型
ポ
ン
プ
の
部
に
出
場
し
た
第
９
分
団

が
９
１・０
点
で
１
位
に
輝
き
ま
し
た
。

　

優
勝
し
た
第
９
分
団
の
高
島
克
己
班
長

（
50
）
は
、「
今
日
の
結
果
を
良
し
と
せ
ず
、

次
の
ス
テ
ッ
プ
に
向
け
て
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ

し
た
い
。
次
来
る
と
き
は
、
安
心
し
て
勝

利
で
き
る
よ
う
に
操
法
の
訓
練
を
し
た
い
」

と
意
気
込
み
ま
し
た
。
同
分
団
は
来
年
当

村
で
行
わ
れ
る
、
二
戸
地
区
操
法
競
技
会

へ
出
場
し
ま
す
。

練習の成果を発揮し健闘した第２分団
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救
命
救
急
講
習
会

7/157/157/15
（（（月月月）））

人
命
を
守
る
す
べ
を
学
ぶ

月月月

胸骨圧迫の方法を人形を使って練習

　

７
月
15
日
、
村
体
育
セ
ン
タ
ー
で
救
命

救
急
講
習
が
開
か
れ
、
住
民
な
ど
９
人
が

参
加
。
人
命
を
守
る
す
べ
を
学
び
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
３
時
間
の
講
習
で
講
義
と
実

習
を
行
い
、
救
急
車
が
到
着
す
る
ま
で
の

救
命
処
置
の
方
法
を
学
習
。
救
命
救
急
士

の
小
野
寺
英
樹
さ
ん
か
ら
分
か
り
や
す
く

教
わ
り
ま
し
た
。

　

講
習
は
、
突
然
の
心
停
止
を
防
ぐ
に
は

ど
う
す
れ
ば
よ
い
か
、
も
し
近
く
に
い
る

人
の
心
臓
や
呼
吸
が
止
ま
っ
て
し
ま
っ
た

ら
ど
う
す
る
の
が
適
切
な
の
か
な
ど
、
応

介
護
保
険
料
が
一
部
改
正
さ
れ
ま
す

所得段階 対象要件 保険料年額
変更前 変更後

第１段階

①生活保護受給の人

32,700 円 27,300 円
②老齢福祉年金受給者で、世帯の全員が市町村民税非課税の人
③世帯全員が市町村民税非課税で、前年の合計所得金額と公的
年金収入額の合計が 80万円以下の人

第２段階
世帯全員が市町村民税非課税で、前年の合計所得金額と公的年金
収入額の合計が 80万円を超え 120 万円以下の人

50,900 円 41,800 円

第３段階
世帯全員が市町村民税非課税で、前年の合計所得金額と公的年
金収入額の合計が 120 万円を超える人

54,600 円 52,700 円

　

令
和
元
年
10
月
か
ら
消
費
税
が
８
％

か
ら
10
％
へ
引
き
上
げ
が
予
定
さ
れ
て

い
る
こ
と
に
と
も
な
い
、
65
歳
以
上
の

人
の
介
護
保
険
料
が
次
の
と
お
り
一
部

改
正
さ
れ
ま
し
た
。

◆
介
護
保
険
料
の
納
め
方

　

受
給
し
て
い
る
年
金
の
年
額
に
よ
っ

て
2
種
類
に
分
け
ら
れ
ま
す
。

❶
特
別
徴
収

【
対
象
者
】　

年
金
の
年
間
受
給
額
が

18
万
円
以
上
の
人

【
納
入
方
法
】　
年
金
か
ら
の
天
引
き

※
年
金
の
年
間
受
給
額
が
18
万
円
以
上
の

人
で
も
、
次
の
よ
う
な
場
合
は
一
時
的
に

納
付
書
で
納
め
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

▽
年
度
途
中
で
65
歳
に
な
っ
た
人

▽
年
度
途
中
で
介
護
保
険
料
額
や
年
金

　
額
が
変
更
に
な
っ
た
人

▽
年
度
途
中
で
他
の
市
町
村
か
ら
転
入

　
さ
れ
た
人　
　
　
　
　
　
　
　
な
ど

❷
普
通
徴
収

【
対
象
者
】　
特
別
徴
収
の
対
象
と
な
ら

な
い
人

【
納
入
方
法
】　
納
付
書
に
よ
る

◆
問
い
合
わ
せ

　

二
戸
地
区
広
域
行
政
事
務
組
合
介
護

保
険
推
進
室
（
☎
23
‐
７
７
７
２
）

※表以外の対象要件については、介護保険料の変更なし

急
手
当
の
基
礎
知
識
に
つ
い
て
講
義
を
受

け
ま
し
た
。
実
習
で
は
、
人
の
上
半
身
を

模
し
た
人
形
を
使
い
、
胸
骨
圧
迫
の
方
法

や
人
工
呼
吸
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使
用
方
法
な
ど
、

救
急
車
が
到
着
す
る
ま
で
の
救
命
処
置
を

学
び
ま
し
た
。

　
参
加
し
た
高
見
舘
花
江
さ
ん
（
70
）
は
、

「
Ａ
Ｅ
Ｄ
っ
て
何
だ
ろ
う
と
い
う
疑
問
を

持
っ
て
い
た
の
で
参
加
し
た
。
実
際
に
心

肺
蘇
生
法
や
胸
骨
圧
迫
も
体
験
で
き
た
の

で
良
か
っ
た
」
と
話
し
ま
し
た
。

救命処置の仕方を実演する消防署員
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爪岳の生態系を学ぶ
　７月14日の折爪岳で、地域の宝ヒメボタルフェスティバルが
開かれ、仙台市や宮古市などから多くの人が訪れました。
　フェスティバルでは、伊達功さん（伊達生物調査事務所主宰）
のヒメボタルに関する講演会やフィールドワーク、郷土芸能発表
会などが行われました。フィールドワークでは、折爪岳の遊歩道
に仕掛けた罠に入った虫を観察。ヒメボタルの幼虫こそいなかっ
たものの、生息する虫を間近で観察し、生態系を学んでいました。

喜びを報告した大崎さん㊧と五枚橋村長

防団活動に 38 年尽力
　６月12日、村役場村長室に大崎善

よしみ

實さん（76）＝雪屋＝が訪れ、
瑞
ずいほうたんこうしょう

寶單光章を受章した喜びを、五枚橋久夫村長に報告しました。
　大崎さんは昭和43年７月１日、第15分団に入団。分団長や
本部の副本部長などを歴任し、消防団活動に38年間尽力してき
ました。38年間でさまざまな表彰を受けており、平成12年には
日本消防協会から功績章を、平成14年には消防庁長官から永年
勤続功労章を受章しています。

大崎善實さんに叙勲消

ヒメボタルフェスティバル折

むらのわだい

　６月29日、道の駅おりつめ「オドデ館」で
第2回チキンフェスティバルが開かれました。
今回の開催は土曜日ということもあり、村内外
から多くの人が訪れました。
　同フェスティバルでは、特別価格の鶏肉販売
のほか、スパニッシュギターユニットのドンア
ルマスのステージや茶師十段の大山泰成さん考
案のかき氷販売などさまざまなイベントが行わ
れました。また、鶏肉の鉄板焼きやでんでん亭
特別メニューも販売されました。中でも、普段
食べることのできない茶師十段お手製のかき氷
には、長蛇の列ができていました。

製かき氷に長蛇の列
第２回チキンフェスティバル手

－－－ K u n o h e ' s T o p i c sK u n o h e ' s T o p i c sK u n o h e ' s T o p i c sK u n o h e ' s T o p i c sK u n o h e ' s T o p i c sK u n o h e ' s T o p i c sK u n o h e ' s T o p i c sK u n o h e ' s T o p i c sK u n o h e ' s T o p i c sK u n o h e ' s T o p i c sK u n o h e ' s T o p i c sK u n o h e ' s T o p i c sK u n o h e ' s T o p i c sK u n o h e ' s T o p i c sK u n o h e ' s T o p i c sK u n o h e ' s T o p i c sK u n o h e ' s T o p i c sK u n o h e ' s T o p i c sK u n o h e ' s T o p i c sK u n o h e ' s T o p i c sK u n o h e ' s T o p i c sK u n o h e ' s T o p i c sK u n o h e ' s T o p i c sK u n o h e ' s T o p i c sK u n o h e ' s T o p i c sK u n o h e ' s T o p i c sK u n o h e ' s T o p i c sK u n o h e ' s T o p i c sK u n o h e ' s T o p i c sK u n o h e ' s T o p i c sK u n o h e ' s T o p i c sK u n o h e ' s T o p i c sK u n o h e ' s T o p i c sK u n o h e ' s T o p i c sK u n o h e ' s T o p i c sK u n o h e ' s T o p i c sK u n o h e ' s T o p i c sK u n o h e ' s T o p i c sK u n o h e ' s T o p i c sK u n o h e ' s T o p i c sK u n o h e ' s T o p i c sK u n o h e ' s T o p i c sK u n o h e ' s T o p i c sK u n o h e ' s T o p i c sK u n o h e ' s T o p i c sK u n o h e ' s T o p i c sK u n o h e ' s T o p i c sK u n o h e ' s T o p i c sK u n o h e ' s T o p i c sK u n o h e ' s T o p i c sK u n o h e ' s T o p i c sK u n o h e ' s T o p i c sK u n o h e ' s T o p i c sK u n o h e ' s T o p i c sK u n o h e ' s T o p i c sK u n o h e ' s T o p i c sK u n o h e ' s T o p i c sK u n o h e ' s T o p i c sK u n o h e ' s T o p i c sK u n o h e ' s T o p i c sK u n o h e ' s T o p i c sK u n o h e ' s T o p i c sK u n o h e ' s T o p i c sK u n o h e ' s T o p i c sK u n o h e ' s T o p i c sK u n o h e ' s T o p i c sK u n o h e ' s T o p i c sK u n o h e ' s T o p i c sK u n o h e ' s T o p i c sK u n o h e ' s T o p i c sK u n o h e ' s T o p i c sK u n o h e ' s T o p i c sK u n o h e ' s T o p i c sK u n o h e ' s T o p i c sK u n o h e ' s T o p i c sK u n o h e ' s T o p i c sK u n o h e ' s T o p i c sK u n o h e ' s T o p i c sK u n o h e ' s T o p i c sK u n o h e ' s T o p i c sK u n o h e ' s T o p i c sK u n o h e ' s T o p i c sK u n o h e ' s T o p i c sK u n o h e ' s T o p i c sK u n o h e ' s T o p i c sK u n o h e ' s T o p i c sK u n o h e ' s T o p i c sK u n o h e ' s T o p i c sK u n o h e ' s T o p i c sK u n o h e ' s T o p i c sK u n o h e ' s T o p i c sK u n o h e ' s T o p i c sK u n o h e ' s T o p i c sK u n o h e ' s T o p i c sK u n o h e ' s T o p i c sK u n o h e ' s T o p i c sK u n o h e ' s T o p i c sK u n o h e ' s T o p i c sK u n o h e ' s T o p i c sK u n o h e ' s T o p i c sK u n o h e ' s T o p i c sK u n o h e ' s T o p i c sK u n o h e ' s T o p i c sK u n o h e ' s T o p i c sK u n o h e ' s T o p i c sK u n o h e ' s T o p i c sK u n o h e ' s T o p i c sK u n o h e ' s T o p i c sK u n o h e ' s T o p i c sK u n o h e ' s T o p i c sK u n o h e ' s T o p i c sK u n o h e ' s T o p i c sK u n o h e ' s T o p i c sK u n o h e ' s T o p i c sK u n o h e ' s T o p i c sK u n o h e ' s T o p i c sK u n o h e ' s T o p i c sK u n o h e ' s T o p i c sK u n o h e ' s T o p i c sK u n o h e ' s T o p i c sK u n o h e ' s T o p i c sK u n o h e ' s T o p i c sK u n o h e ' s T o p i c sK u n o h e ' s T o p i c sK u n o h e ' s T o p i c sK u n o h e ' s T o p i c sK u n o h e ' s T o p i c sK u n o h e ' s T o p i c sK u n o h e ' s T o p i c sK u n o h e ' s T o p i c sK u n o h e ' s T o p i c sK u n o h e ' s T o p i c sK u n o h e ' s T o p i c sK u n o h e ' s T o p i c sK u n o h e ' s T o p i c sK u n o h e ' s T o p i c sK u n o h e ' s T o p i c sK u n o h e ' s T o p i c sK u n o h e ' s T o p i c sK u n o h e ' s T o p i c sK u n o h e ' s T o p i c sK u n o h e ' s T o p i c sK u n o h e ' s T o p i c sK u n o h e ' s T o p i c sK u n o h e ' s T o p i c sK u n o h e ' s T o p i c sK u n o h e ' s T o p i c sK u n o h e ' s T o p i c sK u n o h e ' s T o p i c sK u n o h e ' s T o p i c sK u n o h e ' s T o p i c sK u n o h e ' s T o p i c sK u n o h e ' s T o p i c sK u n o h e ' s T o p i c sK u n o h e ' s T o p i c sK u n o h e ' s T o p i c s －－－

大山さん自らかき氷を作ってくれました

2種類のかき氷が販売されました 情熱的な演奏を披露したドンアルマス

虫の生態について聞き笑顔になる参加者
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犯の功労者に表彰状
　５月27日に二戸警察署で二戸地区防犯協会連合会、６月14
日にアートホテル盛岡で県防犯協会連合会、６月19日には村防
犯協会連合会でそれぞれ総会が開かれ、その中で表彰式が行われ
ました。
　当村からは、３団体３人が受賞し、表彰状を受け取りました。
受賞者の主な功績として、防犯活動や犯罪抑止活動などに尽力し
てきたことが挙げられます。

▽受賞した３団体３人は以下のとおりです。（敬称略）
■岩手県防犯協会連合会表彰
　● 役職員表彰…田澤忠雄
　●一般功労団体…村立伊保内小学校（代表：藤村健一）
■二戸地区防犯協会連合会表彰
　● 功労者表彰…三澤武雄
　● 一般功労団体表彰…戸田元村自治会（代表：晴山裕康）
■村防犯協会連合会表彰
　● 功労者表彰…森下誠
　● 優良団体表彰…荒田行政区（代表：大崎力）

内５人に感謝状贈呈
　７月１日、二戸警察署で警察協力者感謝状贈呈式が開かれ
ました。交通安全活動や防犯活動など警察に協力した人へ感
謝状が贈呈されました。村内からは５人が受賞しました。
　受賞者は次のとおりです。（敬称略、カッコ内は協力分野）
■県警察本部長感謝状　安藤サチ子（交通安全活動）
■二戸警察署長感謝状　尾友元一（防犯活動）、七戸智広（同）
山口則雄（交通安全活動）、大崎京子（同）

感謝状を受け取る安藤サチ子さん㊧

会話を楽しみながらウォーキングしました

しみながら体力増進
　７月７日、ＨＯＺホールなどでみんなで楽しむ健康づくり
が開かれました。健康チェックやウォーキングなどをして、
みんなで楽しく親交を深めながら、体力増進に努めました。
　岩手県ウォーキング協会の橋本純子さんから指導を受けた
参加者は、折爪荘や袖川口などを通る約５．５㎞の道のりを
ウォーク。最大心拍数（220‐年齢）の60～75％を超えな
いように気をつけながら、ウォーキングを楽しんでいました。

みんなで楽しむ健康づくり楽

警察協力者に感謝状村

防犯協会表彰式防

2種類のかき氷が販売されました

出席し表彰を受けた、田澤さん㊤と大崎さん㊦
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み ん な の 広 場

万
緑
や
森
青
蛙
棲
ま
ひ
を
り

田
村　

畦
畔

朝
焼
や
心
吸
い
込
む
郷
の
景

一
休
み
蕗ふ

き

の
葉
丸
め
て
清
水
汲
む

麦
秋
や
郷
か
ら
消
え
て
世
の
移
り

夏
の
海
孤
島
を
繋
ぐ
白
き
橋

三
段
の
滝
よ
り
溢
れ
る
青
い
風

玉
の
汗
額
流
れ
て
農
作
業

高
嶋
ふ
み
女

ほ
の
じ
ろ
く
朝
焼
兆
す
尾
根
見
上
ぐ

行
幸
と
記
す
峠
や
山
清
水

空
き
腹
を
堪
え
た
戦
後
や
麦
の
秋

あ
ー
無
念
友
闘
病
中
と
梅
雨
に
入
る

病わ
く
ら
ば葉

の
ひ
ら
り
と
落
ち
て
訃
報
聞
く

心
友
の
哀
惜
つ
の
る
梅
雨
最
中

舘
村　

青
村

菅
野　

岑
子

切
り
た
て
る
崖
も
一
景
山
つ
ば
め

蝶
川
を
渡
り
切
り
ま
で
見
て
立
て
り

山
門
を
入
り
よ
り
花
の
浄
土
か
な

苗
市
の
客
呼
ぶ
演
歌
流
し
も
し

里
人
の
「
春
子
谷
地
」
て
ふ
水
芭
蕉

冬
部　

雪
女

朝
焼
や
女
一
人
の
野
良
仕
事

登
り
来
て
ご
く
ご
く
飲
む
や
山
清
水

棲す

み
馴な

れ
し
鄙ひ

な

の
暮
ら
し
や
麦
の
秋

端
居
し
て
俳は

い
か
い諧

と
い
う
寄
り
ど
こ
ろ

睡す
い
れ
ん蓮

の
葉
色
と
同
化
青
蛙

朝
焼
や
閑し

ず

か
に
村
の
動
き
出
す

清
水
汲
む
橅ぶ

な

の
林
の
山
気
か
な

麦
秋
や
畑
に
精
出
す
お
百
姓

万
緑
や
川
一
筋
の
九
戸
村

い
と
け
な
き
子
等
登
校
の
朝
涼
し

雲
の
峰
小ち

い
さ
き
村
は
小
さ
き
ま
ま

夕
涼
み
独
り
無
想
の
椅
子
一
つ

【
六
月
席
題
詠
よ
り
】

運
命
と
諦
め
き
れ
ず
五
月
闇　
　
　
　

（
ふ
み
女
）

十
葉
や
大
地
の
惠
み
残
し
逝ゆ

く

飛
び
交
い
し
あ
の
虫
こ
の
虫
黒
揚あ

げ

は羽　

（
畦　

畔
）

運
命
を
感
じ
る
齢

よ
わ
い

五
月
闇

一
堂
の
荒
る
る
ま
ま
な
り
蟻
地
獄　
　

（
雪　

女
）

寡
婦
と
な
り
こ
れ
も
運
命
夏
の
菊

運
命
は
天
に
ま
か
せ
て
先
ず
昼
寝　
　

（
青　

村
）

花
栗
や
縄
文
人
の
熊
野
館

む
ら
の
文
芸

第
３
７
５
回　

く
の
へ
俳
句
会

む
ら
の
文
芸

む
ら
の
文
芸

む
ら
の
文
芸

柳
や
な
ぎ
た
い平 

和か

ず

や也
さ
ん

27
歳
・
妻
の
神

　

６
年
前
に
光み

ほ保
さ
ん
と
結
婚
。
４
歳
と

６
歳
の
子
ど
も
と
４
人
で
暮
ら
し
て
い
ま

す
。

◆
職
業
は
？
　
二
戸
市
の
特
別
養
護
老
人

ホ
ー
ム
わ
く
わ
く
荘
で
働
い
て
い
ま
す
。

◆
趣
味
は
？　
サ
ッ
カ
ー
や
野
球
な
ど
ス

ポ
ー
ツ
観
戦
を
す
る
こ
と
で
す
。

◆
幸
せ
に
感
じ
る
こ
と
は
？　
家
族
で
一

緒
に
外
食
し
た
り
出
掛
け
た
り
す
る
こ
と
。

◆
今
後
の
目
標
は
？
　
介
護
の
仕
事
を
し

て
い
る
の
で
、
高
齢
者
と
の
ふ
れ
あ
い
を

通
し
て
成
長
し
、
頼
り
に
さ
れ
る
人
に
な

れ
る
よ
う
に
頑
張
り
た
い
。
　

友達の輪 52

友達の輪をつなげていこうと、自分の友人を紹介し
ていくコーナーです。

元気スマイル 52

細ほ

そ

や

ま山 

正ま

さ

こ子
さ
ん

昭
和
18
年
11
月
28
日
生
・
75
歳
（
江
刺
家
下
）　

細
山
さ
ん
は
普
段
、
家
の
仕
事
を
し

な
が
ら
野
菜
作
り
な
ど
を
手
が
け
て
い

ま
す
。

◆
趣
味
は
？　
折
り
紙
作
り
で
す
。
鶴

や
花
の
ボ
タ
ン
な
ど
折
り
ま
し
た
。

◆
思
い
出
は
？　
10
人
の
孫
が
い
て
、

１
週
間
に
１
回
孫
に
会
っ
て
い
た
こ
と

で
す
。

◆
毎
日
心
掛
け
て
い
る
こ
と
は
？
　
自

分
の
体
に
合
っ
た
食
事
を
す
る
こ
と
。

◆
今
後
の
目
標
は
？　

体
調
を
治
し

て
、
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
に
挑
戦
し
て
み

た
い
で
す
。
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九
戸
村
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
で
す
！

助
け
合
い
の
村
を
目
指
し
て

広報くのへ●2019年（令和元年）8月

★
生
活
支
援
体
制
整
備
協
議
体

▽
助
け
合
い
活
動
が
定
着
し
、

困
っ
た
と
き
に
「
す
け
で
け

ろ
（
手
伝
っ
て
）」
と
声
を
あ

げ
や
す
い
村

▽
子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
、

多
世
代
が
気
軽
に
集
ま
り
、

声
を
掛
け
合
え
る
通
い
の
場

が
あ
る
村

▽
ご
み
出
し
や
除
雪
、
買
い

物
な
ど
身
の
回
り
の
生
活
支

援
が
充
実
し
て
い
る
村

　

こ
れ
ら
を
目
指
し
て
、
助

け
合
い
を
つ
な
げ
広
げ
る
活

動
に
取
り
組
む
住
民
主
体
の

話
し
合
い
の
場
の
こ
と
で
す
。

★
協
議
体
の
愛
称
決
定

　

愛
称
を
募
集
し
た
結
果
、

１
６
３
人
の
皆
さ
ん
か
ら
投

票
を
い
た
だ
き
、「
ご
近
所
す

け
っ
隊
」
が
57
票
で
最
多
の

票
を
得
ま
し
た
。

　

た
く
さ
ん
の
住
民
の
皆
さ

ん
か
ら
の
投
票
、
大
変
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

★
高
齢
者
等
見
守
り
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
情
報
交
換
会

　

地
域
の
中
で
高
齢
者
な
ど

の
「
見
守
り
」
に
つ
い
て
、

行
政
区
や
自
治
会
な
ど
の
小

さ
な
単
位
で
、
隣
近
所
の
つ

な
が
り
を
活
用
し
て
行
う
の

が
い
い
の
で
は
な
い
か
と
ま

と
ま
っ
た
こ
と
を
受
け
、
協

議
体
を
推
進
母
体
と
し
、「
高

齢
者
等
見
守
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
情
報
交
換
会
」
を
各
地
域

で
開
催
す
る
こ
と
に
決
定
し

ま
し
た
。
こ
れ
は
、
世
帯
の

地
図
を
使
っ
て
高
齢
者
世
帯

な
ど
の
情
報
交
換
や
今
あ
る

地
域
の
つ
な
が
り
の
把
握
、

地
域
で
で
き
る
見
守
り
合
い

を
、
各
行
政
区
や
自
治
会
で

話
し
合
い
、
安
心
し
て
暮
ら

せ
る
地
域
を
作
る
取
り
組
み

で
す
。
戸
田
元
村
自
治
会
を

モ
デ
ル
地
区
と
し
、
そ
の
後

順
次
各
地
区
で
行
っ
て
い
く

予
定
で
す
。

　

ま
た
、
暮
ら
し
の
中
の

ち
ょ
っ
と
し
た
困
り
ご
と
の

実
際
の
状
況
を
把
握
す
る
た

め
、
全
戸
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

を
行
い
ま
す
。
皆
さ
ん
の
ご

協
力
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

村
で
は
、
昨
年
度
実
施
し

た
「
介
護
予
防
・
日
常
生
活

圏
域
ニ
ー
ズ
調
査
」
に
お
い

て
、
65
歳
以
上
の
実
に
57
％

の
人
が
、「
物
忘
れ
が
気
に
な

る
」
と
回
答
し
ま
し
た
。「
認

知
症
」「
物
忘
れ
」
は
、
気
に

な
る
話
題
だ
と
思
い
ま
す
。

　

認
知
症
と
い
う
病
気
は
、

私
た
ち
の
人
生
の
一
部
で
す
。

認
知
症
に
な
っ
て
も
人
生
を

自
分
ら
し
く
生
き
て
い
る
人

は
た
く
さ
ん
い
ま
す
。
仮
に
、

認
知
症
と
診
断
さ
れ
て
も
そ

の
日
か
ら
何
も
で
き
な
く
な

る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

相
当
進
行
す
る
ま
で
、
生
活

に
と
っ
て
重
要
な
能
力
が
失

わ
れ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

認
知
症
は
、
目
に
見
え
な

い
病
気
で
す
。
な
の
で
、
専

門
の
医
師
に
診
て
も
ら
う
必

認
知
症
　
〜
も
し
か
し
た
ら
、
と
感
じ
た
ら
〜

要
が
あ
り
ま
す
。
早
く
専
門
家

に
相
談
す
る
こ
と
で
さ
ま
ざ
ま

な
準
備
を
し
、
人
生
を
自
分
で

選
択
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

早
く
相
談
す
れ
ば
そ
の
分
早
く

理
解
あ
る
人
や
支
え
て
く
れ
る

人
に
出
会
え
ま
す
。
そ
し
て
、

他
の
病
気
が
見
つ
か
る
可
能
性

も
あ
り
ま
す
。
認
知
症
は
す
ぐ

に
進
行
す
る
病
気
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
早
く
相
談
す
れ
ば
、
人

生
を
よ
り
よ
く
生
き
る
時
間
と

ヒ
ン
ト
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

　

村
で
は
、
本
年
度
か
ら
「
オ

レ
ン
ジ
カ
フ
ェ
ふ
く
ふ
く
」
を
、

フ
リ
ー
ス
ペ
ー
ス
ま
る
ふ
く
に

て
隔
月
で
開
催
し
て
い
ま
す
。

オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ
は
、
認
知
症

の
人
や
家
族
、
認
知
症
に
つ
い

て
知
り
た
い
人
な
ら
誰
で
も
参

加
で
き
ま
す
。
専
門
職
が
い

ま
す
の
で
、
認
知
症
に
つ
い

て
知
り
専
門
的
な
サ
ポ
ー
ト

と
繋
が
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

２
時
間
の
中
で
、
認
知
症
に

関
す
る
情
報
提
供
は
30
分
、

そ
れ
以
外
の
時
間
は
ゆ
っ
た

り
と
コ
ー
ヒ
ー
を
飲
み
な
が

ら
交
流
し
て
い
ま
す
。カ
フ
ェ

な
の
で
出
入
り
は
自
由
、
い

つ
来
て
い
つ
帰
っ
て
も
い
い

で
す
。
気
軽
に
お
越
し
く
だ

さ
い
。

診
断
さ
れ
た
ら
早
め
に
相
談

カ
フ
ェ
で
認
知
症
サ
ポ
ー
ト

★
場
所

　

オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ
ふ
く
ふ

く
（
九
戸
村
大
字
伊
保
内
10

‐
10
‐
４
）
＝
フ
リ
ー
ス
ペ
ー

ス
ま
る
ふ
く
内
、
九
戸
村
役

場
と
な
り
＝

★
問
い
合
わ
せ

　

住
民
生
活
課
保
健
衛
生

班
（
☎
42
‐
２
１
１
１
内
線

１
２
９
） ◆

　
◆
　
◆
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７
月
13
日
、
九
曜
塾
で
ヒ
メ

ボ
タ
ル
鑑
賞
会
が
行
わ
れ
、
児

童
や
そ
の
保
護
者
な
ど
29
人
が

参
加
し
ま
し
た
。
今
回
の
九
曜

塾
の
講
師
は
、
上
柿
初
雄
さ
ん

（
78
）
＝
山
屋
＝
。
ヒ
メ
ボ
タ
ル

に
つ
い
て
分
か
り
や
す
く
解
説

し
ま
し
た
。

　

上
柿
さ
ん
は
、
鑑
賞
す
る
と

き
に
は
ラ
イ
ト
な
ど
で
照
ら
さ

な
い
、
ヒ
メ
ボ
タ
ル
を
見
つ
け

て
も
捕
ま
え
な
い
な
ど
、
注
意

点
を
話
し
ま
し
た
。

　

バ
ス
で
移
動
し
た
一
行
は
、

遊
歩
道
に
入
り
ヒ
メ
ボ
タ
ル
を

鑑
賞
。
前
日
ま
で
ホ
タ
ル
が
少

な
い
状
態
が
続
い
て
い
ま
し
た

が
、
当
日
は
草
木
の
合
間
な
ど

か
ら
ホ
タ
ル
の
光
が
多
数
光
り
、

幻
想
的
な
世
界
を
つ
く
り
あ
げ

て
い
ま
し
た
。
参
加
者
は
約
１

時
間
の
鑑
賞
会
を
堪
能
。
ヒ
メ

ボ
タ
ル
が
作
り
出
す
世
界
に
心

を
奪
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

６
月
17
日
、
黒
山
の
昔
穴
遺

跡
（
江
刺
家
第
１
地
割
）
で
カ

タ
ク
リ
の
植
栽
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
植
栽
は
、「
私
た
ち
の
黒
山

の
昔
穴
花
い
っ
ぱ
い
運
動
」
の

テ
ー
マ
の
下
実
施
さ
れ
、
カ
タ

ク
リ
を
増
や
そ
う
と
、
江
刺
家

小
学
校
の
児
童
34
人
が
カ
タ
ク

リ
の
種
を
植
え
ま
し
た
。

　

遺
跡
の
説
明
と
種
の
植
え
方

の
指
導
を
受
け
た
児
童
は
、シ
ャ

ベ
ル
で
５
㌢
ほ
ど
の
穴
を
掘
り
、

き
れ
い
な
カ
タ
ク
リ
の
花
が
咲

く
よ
う
に
心
を
込
め
て
種
を
植

え
て
い
き
ま
し
た
。
そ
の
後
、

山
を
観
察
し
、
セ
ミ
の
抜
け
殻

や
植
物
を
発
見
し
て
い
ま
し
た
。

　

植
栽
を
し
た
野
辺
地
柔じ
ゅ
う
ご悟
さ

ん
（
６
年
）
は
、「
５
㌢
く
ら
い

穴
を
開
け
て
植
え
る
こ
と
を
学

ん
だ
。
ほ
か
の
植
物
を
植
え
る

と
き
に
も
、
丁
寧
に
植
え
た
い
」

と
顔
を
ほ
こ
ろ
ば
せ
な
が
ら
話

し
ま
し
た
。

九
曜
塾
・
ヒ
メ
ボ
タ
ル
鑑
賞
会

協
力
し
な
が
ら
カ
タ
ク
リ
の
種
を

植
え
て
い
く
江
刺
家
小
児
童

心
を
込
め
て
カ
タ
ク
リ
を
植
栽

上
柿
さ
ん
㊧
か
ら
鑑
賞
の

注
意
点
を
聞
き
ま
し
た

俳
優
と
し
て
活
躍
中
の
、
樹
原
ゆ
り
さ
ん
と
高
橋
和
久

俳
優
と
し
て
活
躍
中
の
、
樹
原
ゆ
り
さ
ん
と
高
橋
和
久

俳
優
と
し
て
活
躍
中
の
、
樹
原
ゆ
り
さ
ん
と
高
橋
和
久

さ
ん
が
、
皆
さ
ん
を
本
の
世
界
へ
い
ざ
な
い
ま
す
。

さ
ん
が
、
皆
さ
ん
を
本
の
世
界
へ
い
ざ
な
い
ま
す
。

さ
ん
が
、
皆
さ
ん
を
本
の
世
界
へ
い
ざ
な
い
ま
す
。

第
11
回　

く
の
へ
朗
読
会

★
日
時

▽
９
月
７
日
（
土
）

▽
午
後
１
時
〜
午
後
３
時
（
開

　
場
は
午
後
０
時
30
分
か
ら
）

★
場
所

　
Ｈ
Ｏ
Ｚ
ホ
ー
ル

★
入
場
料

　
５
０
０
円（
高
校
生
以
下
無
料
）

★
チ
ケ
ッ
ト
の
販
売
場
所

　

戸
田
保
育
園
、
伊
保
内
保
育

園
、
ひ
め
ほ
た
る
こ
ど
も
園
、

戸
田
小
学
校
、
山
根
小
学
校
、

伊
保
内
小
学
校
、
長
興
寺
小
学

校
、
江
刺
家
小
学
校
、
九
戸
中

学
校
、伊
保
内
高
校
、戸
田
支
所
、

江
刺
家
支
所
、
村
公
民
館

※
当
日
は
、
会
場
受
付
で
の
み

販
売
し
ま
す
。

★
出
演
者

　
樹
原
ゆ
り
さ
ん
（
俳
優
）

　
高
橋
和
久
さ
ん
（
俳
優
）

★
演
目

▽
第
１
部
（
子
ど
も
向
け
）

　
「
み
ず
い
ろ
の
マ
フ
ラ
ー
」

　
「
泥
か
ぶ
ら
」　　
【
約
40
分
】

▽
第
２
部
（
大
人
向
け
）

　
「
異
人
た
ち
と
の
夏
」（
山
田

太
一
・
著
）   　
　
　
【
約
60
分
】

★
そ
の
他

　

会
場
で
は
、
託
児
所
を
設
置

し
ま
す
。
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

★
問
い
合
わ
せ

　
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
班

（
☎
42
‐
２
１
１
１
内
線
３
０
５
） ≪前回開催されたくのへ朗読会≫
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○開館時間／平日９時～19時・土日祝９時～17時
○休　館　日／年末年始

❖ 今月のおすすめ図書

広報くのへ●2019年（令和元年）8月

　
１
、２
年
生
12
人
で
望
ん
だ
全

国
高
等
学
校
野
球
選
手
権
岩
手

県
大
会
。
３
年
生
不
在
の
中
、

春
季
大
会
で
は
地
区
第
３
代
表

と
し
て
２
年
ぶ
り
11
度
目
の
県

大
会
出
場
を
果
た
す
な
ど
、
夏

の
大
会
で
も
期
待
さ
れ
て
い
ま

し
た
。

　
初
戦
は
盛
岡
第
三
高
等
学
校
。

先
発
は
２
年
生
の
小
松
大
希
君
。

上
々
の
立
ち
上
が
り
を
見
せ
、

盛
岡
三
高
打
線
を
最
少
失
点
で

中
盤
ま
で
粘
り
強
く
お
さ
え
て

い
ま
し
た
。
先
に
チ
ャ
ン
ス
を

作
っ
た
の
は
本
校
。
二
回
一
死

満
塁
の
先
制
の
好
機
で
し
た
が
、

残
念
な
が
ら
無
得
点
。８
回
コ
ー

ル
ド
０
対
７
と
な
り
ま
し
た
。

教
諭　

金
澤　

篤
彦　

大
舞
台
で
心
身
と
も
に
成
長

　

敗
れ
は

し
ま
し
た

が
夏
の
大

舞
台
を
経

験
し
、
生

徒
た
ち
は

心
身
と
も

に
成
長
す

る
こ
と
が

で
き
た
の

で
は
な
い

か
と
感
じ

て
い
ま

す
。ま
た
、

　

６
月
に
行
わ
れ
た

中
総
体
で
、
二
戸
地

区
代
表
に
な
っ
た
各

部
団
体
・
個
人
が
県

大
会
に
出
場
し
ま
し

た
。
選
手
た
ち
は
精

一
杯
練
習
し
、
大
会

に
臨
み
ま
し
た
。
ど

の
部
も
県
大
会
の
高

い
レ
ベ
ル
に
挑
戦
し
、
全
力
を

尽
く
し
ま
し
た
。

　

結
果
は
次
の
と
お
り
と
な
っ

て
い
ま
す
。

■
柔
道

▽
女
子
個
人
戦　

月
花
美
羽　

ベ
ス
ト
８

▽
男
子
個
人
戦　

千
田
悠
斗　

ベ
ス
ト
16

■
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
女
子
　

　
ベ
ス
ト
16

■
卓
球
男
子

▽
団
体　
ベ
ス
ト
16

▽
個
人　

櫻
庭
貫
之　

２
回
戦

進
出

■
卓
球
女
子　

△

団
体　
１
回
戦
敗
退

全力で大会に臨む

バスケットボール女子の試合

▽
個
人　
觸
澤
彩
菜　
３
回
戦
進
出

■
相
撲
男
子
（
個
人
）

　
　
野
辺
地
柊
真　
１
回
戦
敗
退

（
副
校
長　
山
崎
弘
貴
）

　「原爆」とは何だった
のか？原爆の是非を論じ
るアメリカの高校生８
人。なぜ、広島と長崎に
原爆が落とされたのか。
君はアメリカの高校生に
説明できますか？
　あなたが９番目の登場
人物です。

ある晴れた夏の朝
小手鞠　るい　著／偕成社

ぼくとニケ
片川　優子　著／講談社

　少し涼しくなってき
た９月のある日。夜から
体が、もにょもにょして
熱くなって目を覚ます
と、私は「うさぎ」にな
っていた。今日は町の
みんながうさぎになる、
年に一度のうさぎの日。

　かわいい子猫、名前は
ニケ。毎日ニケを見てい
ると、毎日「初めて」が
あることに気づく。
　幼なじみが拾ってきた
小さな捨て猫とぼくらの
毎日をつづった、感動の
物語。

　もし、おばあちゃんが
「いろいろ忘れる病気」
になったら…。
　認知症になったおばあ
ちゃんとぼくたち家族の
物語。
※岩手県及び全国青少年
読書感想文課題図書より

だいじょうぶだよ -ぼくのおばあちゃん -
長谷川　和夫　作／ぱーそん書房

一日だけうさぎ
原　知子　文／くもん出版

盛岡三高と戦った伊保内高校野球部

本
校
の
生
徒
も
応
援
団
を
先
頭

に
精
一
杯
応
援
活
動
を
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
応
援
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。



み
ん
な
の
健
康

問
住
民
生
活
課
保
健
衛
生
班
☎
42-

２
１
１
１
内
線
１
２
３

国
保
だ
よ
り

16

問
住
民
生
活
課
国
保
住
民
班
☎
42-

２
１
１
１
内
線
２
１
２

　

夏
は
、
暑
さ
や
農
作
業
な
ど
に
よ
る

体
の
疲
労
に
加
え
、
水
分
を
多
く
と
る

の
で
、
胃
腸
が
弱
く
な
り
ま
す
。
特
に

乳
幼
児
や
高
齢
者
は
、
あ
た
り
や
す
い

の
で
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

■
カ
ン
ピ
ロ
バ
ク
タ
ー
食
中
毒

【
原
因
】　

　
生
肉
（
鶏
肉
や
レ
バ
ー
）、
そ
れ
ら
を

取
り
扱
っ
た
器
具
・
手
、
加
熱
不
十
分

の
肉
類

【
症
状
】　

　
水
溶
性
下
痢
、
吐
き
気
、
発
熱

【
予
防
ポ
イ
ン
ト
】

　

生
肉
や
加
熱
不
十
分
の
肉
を
提
供
し

な
い
、
食
べ
な
い

■
腸
管
出
血
性
大
腸
菌
食
中
毒
（
Ｏ
‐

１
５
７
な
ど
）

【
原
因
】

　
生
肉
（
牛
肉・レ
バ
ー
）、井
戸
水
、ユ
ッ

ケ
、レ
バ
刺
し
、生
焼
け
の
ハ
ン
バ
ー
グ
、

サ
イ
コ
ロ
ス
テ
ー
キ
、
浅
漬
け
、
生
野

菜【
症
状
】

　
水
溶
性
下
痢
、
腹
痛
、
発
熱
、
血
便

※
重
症
に
な
る
と
、
死
亡
す
る
場
合
が

あ
り
ま
す

「
食
中
毒
」
に
気
を
つ
け
て
（
８
月
１
日
～
31
日
は
食
品
衛
生
月
間
）

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
の
利
用
を
推
奨

（
国
保
担
当　

鳥
谷
部　

真
利
子
）

　

薬
剤
費
節
約
の
た
め
、
ジ
ェ
ネ
リ
ッ

ク
医
薬
品
（
後
発
医
薬
品
）
へ
の
切
り

替
え
を
お
す
す
め
し
ま
す
。

■
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
と
は

　

特
許
期
間
が
満
了
し
た
新
薬
と
同
等

の
有
効
成
分
を
使
っ
て
作
ら
れ
た
医
薬

品
で
す
。
新
薬
と
比
べ
て
低
価
格
で
あ

り
、
国
が
効
果
や
安
全
性
を
審
査
・
承

認
し
て
い
ま
す
。

※
特
許
が
満
了
し
て
い
な
い
薬
に
は
、

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
は
あ
り
ま
せ

ん
。
ま
た
、
薬
に
よ
っ
て
は
新
薬
よ
り

高
く
な
る
場
合
や
金
額
に
差
が
な
い
も

の
も
あ
り
ま
す
。

【
新
薬
と
同
じ
点
】

　

効
能
・
効
果
や
安
全
性
、
有
効
成
分

の
種
類
、
量
、
用
法
、
用
量
な
ど

【
工
夫
し
て
い
る
点
】

　

味
や
形
、
大
き
さ
、
使
用
感
、
添
加

剤
な
ど

■
安
い
理
由

　

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
は
、
す
で
に

効
果
が
実
証
さ
れ
て
い
る
新
薬
と
同
じ

有
効
成
分
を
使
用
し
て
い
る
た
め
、
短

い
開
発
期
間
で
費
用
も
少
な
く
て
済
み

■
ア
ニ
サ
キ
ス
（
寄
生
虫
）

　

サ
バ
、
ア
ジ
、
イ
カ
、
イ
ワ
シ
、
サ

ン
マ
な
ど
に
寄
生
。
魚
の
内
臓
に
寄
生

し
、
鮮
度
が
落
ち
る
と
筋
肉
に
移
動
し

ま
す
。

【
予
防
ポ
イ
ン
ト
】

　

新
鮮
な
魚
を
選
び
、
内
臓
は
除
去
す

る
。
内
臓
は
生
で
は
提
供
し
な
い
。

①
加
熱
…
60
度
で
１
分
以
上
、
70
度
以

上
で
瞬
時
に
死
滅

②
冷
凍
…
マ
イ
ナ
ス
20
度
以
上
で
24
時

間
以
上

③
目
視
…
白
も
し
く
は
半
透
明
の
糸
状

で
、
く
る
く
る
と
丸
ま
っ
て
い
る
こ
と

が
多
い
。
見
つ
け
た
ら
す
ぐ
取
り
除
く
。

▽
お
盆
や
お
祭
り
な
ど
で
、
焼
肉
や
お

刺
身
を
食
べ
る
こ
と
が
多
い
の
で
十
分

に
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

▽
調
理
の
際
は
、
野
菜
と
肉
の
ま
な
板
・

包
丁
を
分
け
ま
す
。
焼
肉
で
も
、
焼
く

た
め
の
箸
・
ト
ン
グ
な
ど
は
食
べ
る
も

の
と
は
別
に
し
ま
す
。
肉
を
触
っ
た
ら

手
洗
い
も
徹
底
、
安
全
に
調
理・提
供
し
、

楽
し
く
、
お
い
し
く
食
べ
ま
し
ょ
う
。

　
　
　
（
栄
養
士　
高
見
舘　
ハ
ス
ミ 

）

◆　
　
◆　
　
◆

ま
す
。
そ
の
た
め
、
新
薬
よ
り
も
価
格

を
安
く
抑
え
る
こ
と
が
で
き
る
か
ら
で

す
。

■
変
更
し
た
い
時

　

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
も
医
師
に
よ

る
処
方
が
必
要
で
す
。
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク

医
薬
品
を
希
望
す
る
場
合
に
は
、
医
療

機
関
を
受
診
し
た
と
き
に
医
師
に
相
談

す
る
か
調
剤
薬
局
で
薬
剤
師
に
相
談
し

ま
し
ょ
う
。

　

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
に
切
り
替
え

た
ら
、
効
き
目
の
強
さ
、
持
続
時
間
、

副
作
用
な
ど
を
確
認
し
、
お
薬
手
帳
に

記
録
し
て
お
く
と
医
師
や
薬
剤
師
に
相

談
す
る
と
き
に
便
利
で
す
。
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夏
を
迎
え
、
花
火
を
楽
し
む
季
節
が
や
っ
て
き
ま
し
た
。
お
も
ち
ゃ

花
火
で
あ
っ
て
も
正
し
く
取
り
扱
わ
な
い
と
、
火
災
に
な
っ
た
り
や
け

ど
を
し
た
り
な
ど
の
事
故
に
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。

村内の火災・救急（６月分）
区 分 件　数 １月から累計 前年比
火 災 0 件 2 件 －１件
救 急 18 件 143 件 ＋３件

花
火
は
楽
し
く
安
全
に

■
防
災
意
識
の
高
揚

　

全
国
各
地
で
毎
年
の
よ
う
に
自
然
災

害
が
発
生
し
て
い
ま
す
。
万
一
に
備
え

て
、
日
ご
ろ
か
ら
防
災
に
対
す
る
意
識

を
高
め
ま
し
ょ
う
。

1
日
ご
ろ
か
ら
の
準
備

◎
最
低
３
日
分
の
食
糧
や
衣
類
な
ど
を

　
す
ぐ
持
ち
出
せ
る
場
所
に
保
管

◎
家
族
と
の
連
絡
手
段
や
避
難
経
路
を

　
確
認

◎
テ
レ
ビ
や
タ
ン
ス
な
ど
の
家
具
の
転

　
倒
防
止
措
置
を
と
る

2
地
震
が
発
生

◎
ま
ず
、
火
の
始
末
を
す
る

◎
机
や
テ
ー
ブ
ル
の
下
に
身
を
隠
す

◎
慌
て
て
飛
び
出
さ
な
い

◎
運
転
し
て
い
れ
ば
、
車
を
左
側
に
寄

　
せ
て
停
車

3
台
風
が
接
近

◎
風
で
飛
ば
さ
れ
そ
う
な
も
の
は
、
家

　
の
中
に
し
ま
う

◎
風
が
強
い
と
き
は
、
外
出
を
控
え
る

4
集
中
豪
雨

◎
テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
で
気
象
情
報
を
確

　
認
す
る

◎
避
難
す
る
場
合
は
持
ち
物
を
最
小
限

に
し
て
、
両
手
を
使
え
る
よ
う
に
す
る

防
災
と
夏
休
み
中
の
事
故
に
つ
い
て　

村内の交通事故（６月分）

区 分 件　数 １月からの
累　 計 前年比

人身事故 0 件 1 件 －２件
物損事故 7 件 38 件 －４件
負 傷 者 0 人 1 人 －３人
死 亡 者 0 人 0 人 ＋ 1 人
飲酒運転
検 挙 者 0 人 0 人 ±０人

◎村の交通死亡事故ゼロ日数…… 415日
（6月30日現在）

■
夏
休
み
中
の
事
故
防
止

　

各
学
校
が
夏
休
み
期
間
で
あ
る
こ
と

か
ら
、
さ
ま
ざ
ま
な
事
故
に
気
を
つ
け

て
過
ご
し
ま
し
ょ
う
。

1
交
通
事
故

　

保
護
者
は
子
ど
も
の
交
通
ル
ー
ル
を

指
導
し
、
運
転
手
は
子
ど
も
の
飛
び
出

し
な
ど
に
気
を
つ
け
る

2
声
か
け
事
案

　

当
村
や
二
戸
市
で
も
子
ど
も
に
対
す

る
不
審
者
の
声
か
け
が
あ
り
ま
す
。
再

度
、「
い
か
の
お
す
し
」
を
徹
底
し
、
子

ど
も
を
守
り
ま
し
ょ
う

3
水
難
事
故

　

川
や
海
な
ど
子
ど
も
を
１
人
に
さ
せ

な
い
、
子
ど
も
だ
け
で
遊
ば
せ
な
い

▽
予
約
の
申
し
込
み
は
、

「
予
約
受
付
専
用
番
号
」

☎
０
５
７
０
‐

　
０ゴ５
‐
４ヨ
ヤ
ク
ヲ

８
９
０

　

年
金
事
務
所
で
の
年
金
に
関
す
る
相

談
や
手
続
き
の
際
に
は
、
ぜ
ひ
予
約
相

談
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

ご
予
約
い
た
だ
く
と
、
お
客
様
の
都

合
に
合
わ
せ
た
日
時
で
ス
ム
ー
ズ
に
相

談
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
年
金
事
務
所

の
担
当
者
が
、
事
前
に
相
談
の
内
容
を

把
握
し
て
お
く
こ
と
で
、
相
談
内
容
に

合
っ
た
事
前
準
備
が
で
き
、
よ
り
細
や

か
な
対
応
が
可
能
に
な
り
ま
す
。

年
金
の
相
談
・
手
続
き
は
予
約
相
談
を

▽
次
の
こ
と
に
注
意
し
て
楽
し
く
遊
び
ま
し
ょ
う
。

1　
風
の
強
い
乾
燥
し
た
日
な
ど
に
は
花
火
を
し
な
い

2　
注
意
書
き
を
必
ず
読
む

3　
花
火
を
ほ
ぐ
す
・
数
本
束
ね
て
点
火
な
ど
し
な
い

4　
燃
え
や
す
い
も
の
が
な
い
、
安
全
な
場
所
を
選
ぶ

5　
子
ど
も
だ
け
で
花
火
を
し
な
い

6　
水
の
入
っ
た
バ
ケ
ツ
な
ど
を
用
意
す
る

　
ま
た
は
、二
戸
年
金
事
務
所
（
☎

23
‐
４
１
１
１
）

※
自
動
音
声
案
内
、
⑤
を
押
す
。
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  開催します
二戸病院祭

　県立二戸病院では、病院や医療
への理解を深めるとともに、未来
の医療人材の確保を目的に、二戸
病院祭（病院公開）を開催します。
■日時　８月24日（土）
　　　　午前10時～午後１時
■場所　県立二戸病院（二戸市堀
野字大川原毛38-2）
■費用　無料（申し込み不要）
■内容　公認スポーツファーマシ
ストなどによる学生アスリート相
談コーナー、交通安全機材による
認知機能などのチェック、手術室
の見学など
■問い合わせ　二戸病院事務局（☎
23-2191）

  新規就農者向け
新農業人フェア

　新たな就農希望者に、新規就農
相談会を開催します。
■日時　８月24日（土）　午前10
時30分～午後３時30分
■場所　いわて県民情報センター
アイーナ804会議室
■内容　
【新規就農セミナー（午前10時30分～）】
　就農者の事例発表、就農支援情
報紹介など
【個別相談会（午後1時～）】
　就農、農業体験、研修などの相
談ができます。農業法人が多数出
展します。
■問い合わせ　県農業公社就農支援
部就農支援課（☎019-623-9390）

  Ｊアラートで
情報伝達訓練

　地震や津波、武力攻撃などの発
生時に備え、Ｊアラートを使った
情報伝達訓練を行います。
■日時　８月28日（水）
　　　　午前11時ごろ
■放送内容
　（上りチャイム）
　「これは、Ｊアラートのテストで
す」（３回繰り返し）
　「こちらは、防災九戸村です」
　（下りチャイム）
■問い合わせ　総務企画課庶務財
政班（☎42-2111内線173）

  自衛官各種学生
採用試験を実施

■応募資格（共通事項）
≪防衛大学校学生、防衛大学校医
学科および自衛官候補看護学生≫
①18歳以上21歳未満の人。
（自衛官は23歳未満まで）
②高卒または高専3年次修了
（どちらも見込み含む）
■応募資格（その他）
≪防衛大学校学生≫
【推薦】成績優秀かつ生徒会活動な
どに顕著な実績を修め、学校長が
推薦できる人。
■受付期間
　９月５日（木）～30日（月）
※防衛大学校学生（推薦）のみ9
月9日（月）
■申し込み・問い合わせ
　総務企画課庶務財政班（☎42‐
2111内線168）または、自衛隊岩
手地方協力本部二戸地域事務所（☎
23-2529）※指定日に、指定の袋で出しましょう。   　　問住民生活課保健衛生班☎ 42-2111 内線 123

収 集 区 域
瀬月内／宇堂口／泥
の木／平内／妻の神
戸田上・下／舘の下
山根／荒谷／二ツ家

鹿島／伊保内上・下
川向／南田

小倉／長興寺上・下
大向／五枚橋／荒田
雪屋／田代／柿の木
江刺家上・下／道地
丸木橋／山屋／細屋

燃えるごみ 毎週水曜日 毎週木曜日 毎週金曜日
ビン・金物 ８月５日㊊ ８月６日㊋ ８月19日㊊
空 き 缶 ８月20日㊋ ８月26日㊊ ８月27日㊋
粗 大 ご み ８月13日㊋
紙・プラ類 ８月８日㊍ ８月14日㊌ ８月22日㊍

ごみ収集日

休日当番医（9：00 ～17：00） 休日当番歯科医（9：00～12：00）
月 日 医療機関 電　話 月 日 医療機関 電　話

８ ４ 齋藤産婦人科医院 23-2505 ８ ４ こしみず歯科クリニック 33-4618

11 カシオペア医院 23-3331 11 森川歯科医院 23-6361

12 ふくもりたこどもクリニック 43-3137 12 菅原歯科クリニック 23-1180

18 すがわら消化器内科 23-2879 18 岩渕歯科医院 32-2238

25 二戸クリニック 25-5770 25 ムカイダ歯科クリニック 46-4636

９ １ 金田一診療所 27-2205 ９ １ 渡辺歯科医院 23-2052

８月

  新規就農者向け
新農業人フェア

　新たな就農希望者に、新規就農
相談会を開催します。
■日時　８月24日（土）　午前10
時30分～午後３時30分
■場所　いわて県民情報センター
アイーナ804会議室
■内容　
【新規就農セミナー（午前10時30分～）】
　就農者の事例発表、就農支援情
報紹介など
【個別相談会（午後1時～）】
　就農、農業体験、研修などの相
談ができます。農業法人が多数出
展します。
■問い合わせ　県農業公社就農支援
部就農支援課（☎019-623-9390）
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人のうごき
（令和元年7月1日現在）

●人　口　　５，７４１　人　  （－７）

　　男　　　 ２，７５２　人　  （ー２）

　　女　　　 ２，９８９　人  　（－５）

●世帯数　　２，１６９世帯　　（ー８）
　　　　　　　　（カッコ内は前月比）

　 転　 入　　　 　６　人  　（５１人）

　 転　 出　　　 １０　人  　（７３人）

　 出　 生　　 　　２　人  　（１１人）

　 死　 亡　　　 　５　人  　（５０人）
（カッコ内は１月からの累計）

  学校閉庁日
設定します

　村教育委員会では、お盆におけ
る学校閉庁日を設定することとし
ましたので、お知らせします。
■日時　
●お盆…８月13日（火）～８月
16日（金）
■問い合わせ　教育委員会教育総
務班（☎42-2111内線302）

  介護・パソコン
セミナーを開催

≪介護職セミナー≫
　介護の仕事に興味のある人など
を対象に、介護職セミナーを開催
します。
■日時　８月20日（火）、21日（水）
　　　　午前9時～午後４時
■場所　二戸地域職業センター
■費用　無料
■その他　福祉事業所との相談会
あり
≪パソコン活用セミナー≫
　オフィスマナーやビジネスメー
ルをする際のコツを学ぶ、パソコ
ン活用セミナーを開催します。
■日時　８月29日（木）、30日（金）
　　　　午前９時～午後４時
■場所　二戸地域職業センター
■費用　無料

■申し込み・問い合わせ
　二戸地域雇用創造協議会（☎26-
8061）

  動物のふれあい
写真コンクール

　秋の動物愛護週間に先駆け、動
物ふれあい写真コンクールを開催
します。
■作品規格　四つ切り、Ａ４、額
入り（ひも付き）
■受付場所　グリーン動物病院ま
たは二戸保健福祉環境センター環
境衛生課
■応募締切　９月５日（木）
■問い合わせ　二戸保健福祉環境
センター（☎23-9206）

  シルバー 110 番
特別相談を開催

　県高齢者総合支援センターでは、
9月の老人週間に向けて、「シルバー
110番特別相談デー」を開設します。
　高齢者やその家族を対象に、法
律や医療、税金、年金、介護、認
知症、人生などに関する困り事や
悩みなどの相談に専門家が応じま
す。
■日時　９月14日（土）
　　　　午前10時～午後３時
■場所　県福祉総合相談センター
■相談電話　
　0120-84-8584（フリーダイヤル）
■問い合わせ
　県高齢者総合支援センター（☎
019-625-7490）

◆　　◆　　◆

編集後記
◆昨年に続いて今年も、ヒメボタル
を写真に収めるために折爪岳へ行
きました。ですが、思うように撮
れず真っ黒い写真しか残すことがで
きませんでした。来年に向けて練習
したいと思います。◆ホタルを見
てつい口ずさみたくなるのが唱歌
の「蛍」。今回は草木の間から撮影
しましたが、歌詞にもあるように
川端で光るホタルもキレイなんで
しょうか。一度は見てみたいです。
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慎重になりながらも豪快に駆け抜けました

　

６
月
26
日
、
村
体
育
セ
ン
タ
ー

で
第
32
回
村
老
人
ク
ラ
ブ
体
育
祭

（
村
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
主
催
）
が

開
か
れ
ま
し
た
。
村
内
９
つ
の
老

人
ク
ラ
ブ
か
ら
約
２
０
０
人
が
一

堂
に
会
し
、「
ま
め
ひ
ろ
い
リ
レ
ー
」

や
「
玉
入
れ
競
争
」
な
ど
６
つ
の

種
目
を
行
い
ま
し
た
。

　
準
備
体
操
を
終
え
た
参
加
者
は
、

元
気
よ
く
競
技
に
取
り
組
み
ま
し

た
。「
ま
め
ひ
ろ
い
リ
レ
ー
」
は
、

箸
を
器
用
に
使
い
、
次
々
と
豆
を

皿
に
移
し
変
え
て
い
き
ま
し
た
。

ま
た
、「
ビ
ン
つ
り
リ
レ
ー
」
で
は
、

竿
が
瓶
に
な
か
な
か
引
っ
か
か
ら

ず
苦
戦
す
る
参
加
者
が
多
く
、
白

熱
し
た
戦
い
と
な
り
ま
し
た
。

　

競
技
の
合
間
に
は
、
伊
保
内
保

育
園
の
園
児
12
人
が
「
人
間
っ
て

い
い
な
」
の
音
楽
に
合
わ
せ
ダ
ン

ス
を
披
露
。会
場
は
和
や
か
な
ム
ー

ド
に
包
ま
れ
て
い
ま
し
た
。
今
回

の
体
育
祭
は
、
伊
保
内
上
老
人
ク

ラ
ブ
が
優
勝
し
、
荒
谷
老
人
ク
ラ

ブ
、
伊
保
内
下
老
人
ク
ラ
ブ
と
続

き
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
さ
ま
ざ
ま
な
競
技
を

通
し
て
運
動
に
親
し
み
、
心
身
と

も
に
健
康
で
い
ら
れ
る
よ
う
に
と
、

楽
し
ん
で
取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。

村
老
人
ク
ラ
ブ
体
育
祭

　
運
動
親
し
み

　
　
　
心
身
健
康
に

20

箸を器用に使い豆を皿に移し変えていきます

アンカーが打つショットに注目が集まります

熟
練
の
技
で
丈
夫
な
縄
を
な
う
参
加
者




